
平
成
十
九
年
度

龍
谷
仏
教
学
会
葉
報

四
月
十
三
日
(
金
)

新
入
生
入
会
説
明
会
(
深
草
学
舎
三
号
館
一

O
一
教
室
)

五
月
二
十
九
百
(
火
)

龍
谷
仏
教
学
会
主
期
総
会
(
大
宮
学
会
口
本
館
講
堂
)

十
二
月
二
十
一
日
(
金
)

『
平
成
十
九
年
麦
龍
谷
弘
教
学
会
会
員
名
簿
』
発
行

十
二
月
六
日
(
木
)

龍
谷
仏
教
学
会
仏
教
学
大
会
(
大
宮
学
舎
本
館
講
堂
)

講
締
上
山
大
唆
(
本
学
名
誉
教
授
)

講
題
「
シ
ル
ク
ロ

i
ド
出
土
資
料
か
ら
の
発
言
」

一
月
十
八

B
(金
)

龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
(
大
宮
学
舎
西
豊
二
階
大
会
議

室
)発
表
者

題

巨
発
表
者

題

目

発
表
者

題

自
発
表
者

題

目

小
野
嶋
祥
雄
(
博
士
後
期
課
程
二
回
生
)

「
釈
道
安
の
仏
典
翻
訳
論
」

村
上
明
也
(
薄
士
後
期
課
謹
二
回
生
)

「
湛
然
に
お
け
る
十
乗
観
法
の
接
行
規
定
」

鍵
和
田
聖
子
(
薄
士
後
期
課
程
二
回
生
)

「
大
目
即
弥
詑
思
想
の
事
相
約
要
因
」

五
・
プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ
ク
(
薄
土
後
期
課
程
一
回
生
)

寸
一
例
含
・

Z
存
町
田
三
に
お
け
る
止
観
の
成
立
と
展
開
L

発
表
者

題

自
発
表
者

題

自
発
表
者

題発
表
者

題

百

発
表
者

題

巨
発
表
者

題

自
発
表
者

題発
表
者

題

目

井
上
綾
瀬
(
博
士
後
期
課
程
一
回
生
)

J
凶
ヨ
巴

sz-sに
つ
い
て
」

漬
野
弘
樹
胤
(
博
士
後
期
課
程
二
回
生
)

「
『
棋
会
口
論
』
に
み
ら
れ
る
コ
ニ
一
種
の
思
」
に
つ
い
て
」

妻
慶
競
(
薄
士
後
期
課
翠
二
国
生
)

「H
J・
2
H戸

mzg〈一
mzssの
凶
萄
に
お
け
る
対
論
者
の

所
在
問
題
L

大
谷
由
香
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

「
散
逸
文
戴
譲
然
撰
『
売
価
栴
経
上
巻
吉
遁
修
法
章
』

に
つ
い
て
」

金
子
大
轄
(
博
士
後
期
課
程
三
回
生
)

「
『
道
行
般
若
経
』
に
み
ら
れ
る
間
関
仏
思
想
」

金
沢
豊
(
博
士
後
期
課
程
三
回
生
)

「
空
見
考
」

朴
照
狭
(
本
学
研
究
生
)

三
釈
迦
如
来
行
跡
預
』
に
見
ら
れ
る
釈
迦
知
来
一
代

記
(
続
)
l
i弱
頚
の
構
成
と
諸
仏
包
と
の
比
較
を
通

じ
て
!
i
i
L

松
島
央
龍
(
本
学
研
究
生
)

「
衆
賢
の
表
業
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

!
iそ
の
思
想
史
的

役
割

i
i」

自自
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